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踊
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ー
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第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

奉
仕
活
動
レ
ポ
ー
ト

﹁
勝
常
念
佛
踊
り
﹂が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

４
月
28
日（
金
）、
満
開
と
な
っ
た
桜

の
花
び
ら
が
時
折
舞
う
な
か
、
勝
常
寺

境
内
に
お
い
て
、
春
の
祭
礼
「
勝
常
念

佛
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

勝
常
念
佛
踊
り
は
、
会
津
の
風
物
詩

と
な
る
伝
統
行
事
で
、
喜
多
方
市
（
旧

塩
川
町
）
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
念
仏

踊
り
と
合
わ
せ
て
、
平
成
15
年
に
福
島

県
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

念
佛
踊
り
に
先
立
っ
て
、
国
宝
薬
師

如
来
坐
像
の
御
前
に
て
供
養
儀
式
が
厳

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
喜
多
方
市

の
小
沼
・
中
ノ
目
の
保
存
会
の
方
々
と

共
に
勝
常
念
佛
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ん

が
踊
り
を
奉
納
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

勝
常
小
学
校
の
児
童
が
大
人
に
交
じ
っ

て
笛
や
太
鼓
の
音
色
を
響
か
せ
る
と
、

観
客
が
一
生
懸
命
に
演
奏
す
る
姿
を
カ

メ
ラ
や
携
帯
に
収
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
３
年
目
と
な
る
見
学
学

習
に
来
た
笈
川
小
学
校
５
年
生
も
、
そ

の
演
奏
を
応
援
す
る
よ
う
に
見
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
門
前
で
は
も
て
な
し
と
し

て
、
つ
き
た
て
も
ち
が
参
拝
客
に
振
る

舞
わ
れ
、
湯
川
村
の
特
産
品
や
屋
台
で

の
販
売
も
、
門
前
を
一
段
と
賑
や
か
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
22
日（
土
）、
湯
川
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
勝
常
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が

日
頃
か
ら
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

湯
川
男
子
ソ
フ
ト
ス
ポ
少
は
勝
常
寺
周

辺
の
清
掃
を
、
勝
常
女
子
ス
ポ
少
は
勝

常
駐
車
場
の
ゴ
ミ
拾
い
と
ト
イ
レ
の
清

掃
を
そ
れ
ぞ
れ

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
を
通
じ
て

地
域
貢
献
活
動

を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

奉仕活動を終えてみんな笑顔 活動の様子

湯
川
村
体
育
協
会
表
彰
式

　

４
月
24
日（
月
）、
公
民
館
に
て
湯
川

村
体
育
協
会
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

功
労
賞
に
湯
川
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
湯
浅
正
美
さ
ん
、
湯
川
村
ス
ポ
ー

ツ
民
踊
愛
好
会
の
渡
部
壽
子
さ
ん
が
受

賞
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
長
い
活
動
歴
の

中
で
会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
湛
え
て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
秀
団
体
賞
に
、
湯
川
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
、
湯
川
中

学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
勝
常
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

笈
川
ド
リ
ー
ム
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
少

功労賞受賞者・優秀団体賞受賞者
揃って記念撮影

功労賞
渡部　壽子　氏

功労賞
湯浅　正美　氏

年
団
、
湯
川
Ｆ
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

５
団
体
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
受
賞
し

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

②
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春
季
消
防
検
閲

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

始
め
ま
し
た
！　

【
春
季
検
閲
時
表
彰
者
】

　

４
月
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
る
乳
児
健
康
相
談
（
９
～
10
ヵ
月
児

健
康
相
談
）
時
に
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
の
方
が
絵
本
を
介
し
て
、
心
の
ふ
れ

あ
う
ひ
と
と
き
を
持
つ
機
会
と
な
る
よ

う
に
「
お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
」
の
方

た
ち
の
ご
協
力
を
得
て
「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
」
の
会
員

の
方
に
お
子
さ
ん
一
人
ず
つ
、
絵
本
を

読
ん
で
も
ら
い
、
村
か
ら
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
お
子
さ
ん
が

真
剣
に
絵
本
を
み
つ
め
る
ま
な
ざ
し
と

一
緒
に
聞
い
て
い
る
お
母
さ
ん
の
表
情

が
と
て
も
よ
く
、
心
が
和
む
ひ
と
と
き

で
し
た
。

　

抱
っ
こ
し
て
も
ら
い
、
肌
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
な
が
ら
言
葉
と
心
を
通
わ
す

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
と
き
を
「
絵

本
」
を
介
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
「
お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
」
の

会
員
の
方
と
一
緒
に
お
手
伝
い
を
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

	

住
民
課
保
健
係　

機械器具点検（水出し）を実施する消防団員

　

４
月
29
日（
土
）、
平
成
29
年
度
春
季

消
防
検
閲
を
ご
来
賓
多
数
ご
臨
席
の
も

と
湯
川
中
学
校
校
庭
に
お
い
て
挙
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
殉
職
消
防
団
員
の
御
霊
に
黙

祷
を
捧
げ
、
佐
藤
誠
消
防
団
長
、
三
澤

豊
隆
村
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
退
任
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
、優
良
班
、永
年
勤
続

者
に
も
表
彰
状
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
、通
常
点
検
・
特
別
訓
練
・

機
械
器
具
点
検
を
実
施
し
、
整
然
と
生

気
あ
ふ
れ
る
姿
で
点
検
を
受
け
た
団
員

の
姿
に
、
来
賓
の
方
々
よ
り
賞
賛
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
退
任
幹
部
感
謝
状

前
部
長　
　
　

佐
藤　

和
也（
王
領
班
）

前
機
関
部
長　

大
関　

仁
生（
笈
川
班
）

前
部
長　
　
　

出
羽　
　

東（
森
台
班
）

　

〃　
　
　
　

大
堀　

貴
裕（
高
瀬
班
）

　

〃　
　
　
　

角
田　

龍
一（
浜
崎
班
）

　

〃　
　
　
　

髙
橋　

辰
徳（
勝
常
班
）

　

〃　
　
　
　

高
畑　
　

勉（
中
ノ
目
班
）

　

〃　
　
　
　

服
部　

広
行（
熊
川
班
）

　

〃　
　
　
　

片
桐　

康
彦（
中
台
班
）

　

〃　
　
　
　

渡
部　

和
也（
堂
畑
班
）

○
優
良
班
表
彰

　

第
一
分
団
第
三
部
第
二
班（
森
台
班
）

○
永
年
勤
続
表
彰

【
20
年
勤
続
章
】

団　

員　
　
　

鈴
木　
　

健（
笠
ノ
目
班
）

団　

員　
　
　

齋
藤　
　

誠（
勝
常
班
）

団　

員　
　
　

星　
　

保
博（
熊
川
班
）

班　

長　
　
　

小
林　

貴
彰（
下
扇
田
班
）

【
10
年
勤
続
章
】

団　

員　
　
　

鈴
木　

淳
市（
笠
ノ
目
班
）

　

〃　
　
　
　

赤
井　

直
樹（
米
丸
班
）

班　

長　
　
　

渡
部　
　

順（
佐
野
・
三
島
班
）

団　

員　
　
　

羽
染　
　

恒（
下
樽
川
班
）

　

〃　
　
　
　

神
田　
　

誠（
堂
畑
班
）

　

〃　
　
　
　

菅
井　

友
和（　

〃　

）

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

	

（
敬
称
略
）

「村長との
対話の日」
平成29年

6月9日（金）
時間：午前９時〜正午まで
場所：村長室

③
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平成30年度湯川村職員（大学卒程度）

採用候補者試験実施のお知らせ
湯川村職員（大学卒程度）採用候補者試験

１　試験職種　　　一般事務

２　採用予定人数　若干名

３　受験資格程度　大学卒程度
●　昭和６２年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者で、大学程度を卒業

または平成３０年３月卒業見込の者。
　ただし、欠格事項のいずれかに該当する者は受験できません。
　欠格事項については、湯川村のホームページまたは下記のお問い合わせ先でご確
認ください。

４　試験の方法
（１）第１次試験　教養試験（大学卒程度）及び適性検査等を行います。
（２）第２次試験　第１次試験合格者に対して、主として人物についての面接、小論文

及び集団討論による試験を行います。

５　第１次試験日　　平成２９年７月２３日（日）

６　第１次試験会場　福島大学　福島市金谷川１番地
　　　　　　　　　　※受験者数により変更になる場合もあります。

７　受験手続及び受付期間
（１）申込用紙の請求

申込用紙は、「湯川村役場総務課」で交付します。
郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に受験する試験名「採用試験（大
学卒程度：一般事務）用紙請求」を朱書きし、１２０円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。

　（２）申込の方法
申込用紙に必要事項を記入して、「湯川村役場総務課」に提出してください。
申込書を郵送する場合は、封筒の表に申込みをする試験名「採用試験大学卒程
度：一般事務申込」を朱書きし、８２円切手を貼った自分宛明記の返信用封筒を
必ず同封してください。

　（３）申込書受付期間
平成２９年５月２５日（木）から平成２９年６月２３日（金）まで。

（午前８時３０分から午後５時１５分までの間で受付。※土曜、日曜並びに祝祭
日の受付は行いません。）
※郵便により申込書を提出する場合は、平成２９年６月２１日（水）までの消印の

あるものに限り受け付けます。

８　申込み・お問い合わせ先
〒９６９−３５９３　福島県河沼郡湯川村大字清水田字長瀞１８番地
湯川村役場　総務課
電話（０２４１）２７−８８００　ＦＡＸ（０２４１）２７−３７６０
Ｅメール　　　soumu@vill.yugawa.fukushima.jp　
ホームページ　http://www.vill.yugawa.fukushima.jp
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平
成
₂₉
年
度

集
落
公
民
館
長
・
社
会
体
育
推
進
名
簿

集
落
公
民
館
長

社
会
体
育
推
進
員

集
　
　
落

氏
　
　
名

笈
　
　
川

手
代
木
　
幸
　
也

王
　
　
領

鈴
　
木
　
富
士
雄

田
　
　
中

小
　
林
　
孝
　
昭

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
光
　
誠

米
　
　
丸

村
　
澤
　
　
　
宏

森
　
　
台

古
　
川
　
和
　
則

八
日
町

物
　
江
　
広
　
文

高
　
　
瀬

菅
　
沼
　
弘
　
志

水
谷
地

遠
　
藤
　
勇
　
一

上
田
谷
地

東
　
条
　
　
　
勇

沼
ノ
上

渡
　
邉
　
岳
　
之

浜
　
　
崎

風
　
間
　
一
　
郎

勝
　
　
常

高
　
橋
　
辰
　
徳

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

佐
野

佐
　
野
　
正
　
義

中
ノ
目

三
　
澤
　
友
　
春

熊
　
　
川

服
　
部
　
広
　
行

上
扇
田

中
　
島
　
　
　
壽

亀
ヶ
代

小
　
沢
　
晶
　
利

上
樽
川

二
　
瓶
　
重
　
和

石
　
　
伏

堀
　
金
　
寿
　
之

下
樽
川

常
法
寺
　
萬
　
人

中
扇
田

鈴
　
木
　
国
　
浩

中
　
　
台

岩
　
沢
　
清
　
隆

下
扇
田

栗
　
原
　
　
　
久

北
　
　
田

小
　
野
　
智
　
史

堂
　
　
畑

大
　
場
　
康
　
人

三
　
　
島

居
　
倉
　
嘉
　
和

桜
づ
つ
み

菊
　
地
　
正
　
人

松
川
住
宅

星
　
　
　
さ
ゆ
り

美
田
園

上
　
野
　
亮
　
介

集
　
　
落

氏
　
　
名

笈
　
　
川

大
　
関
　
善
　
則

王
　
　
領

生
　
亀
　
一
　
志

田
　
　
中

鈴
　
木
　
秀
　
基

笠
ノ
目

鈴
　
木
　
浩
　
司

米
　
　
丸

小
野
塚
　
俊
　
裕

森
　
　
台

渡
　
部
　
威
　
仁

八
日
町

柏
　
倉
　
　
　
誠

高
　
　
瀬

大
　
堀
　
恒
　
夫

水
谷
地

赤
　
井
　
理
　
明

上
田
谷
地

髙
　
羽
　
　
　
学

沼
ノ
上

磯
　
部
　
　
　
順

浜
　
　
崎

鈴
　
木
　
俊
　
雄

勝
　
　
常

長
谷
川
　
勇
　
樹

五
丁
ノ
目

渡
　
部
　
　
　
浩

佐
　
　
野

星
　
　
　
　
　
一

中
ノ
目

高
　
畑
　
　
　
勉

熊
　
　
川

二
　
瓶
　
英
　
樹

上
扇
田

高
　
木
　
和
　
徳

亀
ヶ
代

樋
　
口
　
智
　
之

上
樽
川

二
　
瓶
　
義
　
洋

石
　
　
伏

目
　
黒
　
　
　
栄

下
樽
川

伊
　
藤
　
　
　
寛

中
扇
田

兼
　
子
　
　
　
洋

中
　
　
台

片
　
桐
　
健
　
幸

下
扇
田

白
　
川
　
智
　
広

北
　
　
田

小
　
野
　
孝
　
治

堂
　
　
畑

菅
　
井
　
友
　
和

三
　
　
島

芳
　
賀
　
　
　
稔

桜
づ
つ
み

福
　
地
　
光
　
紀

美
田
園

増
　
子
　
　
　
晃

　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、平成２９年度は下記の内容で歯科
健診を実施します。
　歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や、噛む力の低下による誤えん性肺炎予防の
ために、たいへん重要です。この機会に歯科健診を受診しましょう。

○対 象 者　福島県後期高齢者医療の被保険者で、
　　　　　　昭和１６年４月２日から昭和１７年４月１日までに生まれた方
○健診項目　問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、嚥下の状態等
○健診費用　無料
○健診期間　平成２９年６月１日から平成２９年１１月３０日まで
○留意事項　①対象歯科医院において実施しますので、詳しくは５月下旬に対象の方へ

配布された案内状をご覧ください。
②歯科健診が無料で受診できるのは１回となります。
③東日本大震災により避難されている被保険者も、避難先で受診できる場

合があります。
④長期入院されている方や介護施設へ入所されている被保険者は、対象と

ならない場合があります。
◎お問い合わせ先　福島県後期高齢者医療広域連合　☎０２４−５２８−９０２４
　　　　　　　　　湯川村住民課福祉係　　　　　　☎０２４１−２７−８８１０

後期高齢者医療保険では
歯科口腔健康診査を実施します

⑤
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6月は児童手当・特例給付現況届の提出月です
　児童手当・特例給付を継続して受けるには、現況届を提出する必要があります。
　現況届は、毎年６月１日時点の状況を把握し、６月分以降の手当を引き続き受給する
資格があるか確認するためのものです。
　対象の方には現況届を送付いたしますので必要書類を添えて提出してください。
※提出がない場合には、６月分以降の手当てが受けられなくなりますのでご注意ください。

１．提出期間
　○平成２９年６月５日（月）～６月３０日（金）まで

２．提 出 先
　○住民課　福祉係

３．提出書類
　○必ず提出が必要なもの

◦児童手当・特例給付現況届
◦受給者本人の健康保険被保険者証の写し（国民健康保険加入の方は省略可）

　○必要に応じて提出していただくもの
◦前住所地の市区町村長が発行する、受給者及びその配偶者の平成２９年度（平成

２８年分）所得証明書または非課税証明書（平成２９年１月１日時点で湯川村に
住民登録のなかった方のみ）
※証明書の名称は市区町村によって異なる場合があります。所得額・控除内容・

扶養人数等が確認できるものをお願いいたします。
※配偶者が受給者の税法上の扶養になっている場合は、配偶者の所得証明書は不

要です。
◦別居監護申立書（児童と別居している方）
◦児童が属する世帯全員分の住民票（児童と別居していて、児童の住民登録が村外

にある方）

◎お問い合わせ先
　住民課　福祉係　☎０２４１−２７−８８１０

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
で
は
健
康
づ
く

り
・
体
力
づ
く
り
の
一
貫
と
し
て
プ
ー

ル
利
用
を
応
援
し
ま
す
。
会
津
若
松
市

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル
利
用
料
金

５
回
分
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
お
手
続

き
の
際
は
、
湯
川
村
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
（
公
民
館
）
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
利
用
カ
ー
ド
を
50
名
分
発
行
し

ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
は
プ
ー
ル
利
用
の
み

の
助
成
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

《
指
定
施
設
》

　

会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル

　

☎
０
２
４
２
︲
７
５
︲
５
２
０
１

健
康
づ
く
り
施
設
利
用

助
成
事
業
の
お
知
ら
せ
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国民年金保険料
学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料
学生納付特例申請について

　２０歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の
場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学
する学生等で、ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であること
が条件です。

　学生納付特例制度により、平成２８年度に保険料納付を猶予されている方
で、平成2 ９年度も引き続き在学予定の方へ、３月下旬に基礎年金番号等が印
字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を送付しています。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入し返送いた
だくことにより、平成2 ９年度の申請ができます。（この場合、在学証明書ま
たは学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、平成2 ９年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望さ
れる場合は納付書を送付いたしますので、
お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡
ください。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなりますが、承認を受け
た次の年度も在学予定である場合、４月始めに再申請の用紙が送られてきます
ので、引続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送
ください。

◎お問い合わせ先　湯川村役場住民課福祉係　☎０２４１−２７−８８１０
　　　　　または　会津若松年金事務所　　　☎０２４２−２７−５３２１

〈所得のめやす〉118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
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平成29年度村内遺跡発掘調査
作業員募集説明会のお知らせ

　今年度実施する堂後遺跡や村内遺跡の発掘調査につきまして、発掘調査作業
員募集説明会を下記により行います。
　発掘作業員に応募される方は、説明会後、引き続き面接を実施いたしますの
で、事前に電話連絡のうえ、おいでくださいますよう、よろしくお願いいたし
ます。

１　説明会日時
　　平成２９年６月１３日（火）午後１時３0分より	
２　説明会場所
　　公民館「視聴覚室」
　　説明会終了後は、同館「図書閲覧室」にて個別に面接する予定です。

応募要項
１　募集人数
　　８名程度
２　応募資格
　　満１８歳以上70歳以下の、湯川村内在住で健康な方
　　（昭和２２年４月２日から平成１１年４月１日生まれの方）
３　雇用条件
（１）雇用期間：６月下旬～９月の４0日間程度　
　　　※調査の時期については、間が空くことがあります。
（２）雇用場所：湯川村堂後遺跡（勝常）、村内遺跡
（３）時　　給：８６0円
（４）勤務を要する日：基本的には土・日・祝日以外の平日週４日

※水曜日休みを基本としますが、行事や雨天の状況によって変更があり
ます。

（５）勤務時間：午前９時00分～午後４時00分
　　　　　　　　（１２時～午後１時は休憩）
４　申し込みについて
（１）申し込み方法：事前に電話連絡で受付いたします。
（２）受付期間：平成２９年６月１日（木）～６月９日（金）
　　　平日午前８時３0分から午後５時１５分
５　お問い合わせ先
　　☎0２４１−２7−８８８0（ユースピアゆがわ）
　　湯川村教育委員会社会教育係　梶原まで
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区画線設置工事について（お知らせ）
　村道浜崎高瀬笈川線において、区画線設置工事を下記のとおり実施します。
　この工事は、経年劣化による剥離した道路のセンターラインや外側線等を再設置し、利用者
の安全を確保するものです。
　工事中は片側相互通行等の交通規制を行いますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願い
します。

○工事区間　村道浜崎高瀬笈川線【松川～笈川間　L=800m】
○工事期間　平成２９年６月１日（木）～６月９日（金）
○施工業者　エスアイ株式会社　☎0２４２−２６−３６４１
○担 当 課　産業建設課建設係　☎0２４１−２7−８８５0

　　　　工事区間
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今
月
の
納
税

６
月
30
日（
金
）
ま
で

村
県
民
税　
　

第
１
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』　

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

●
村
で
は
、
今
年
度
の
村
県
民
税
の
納

税
通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
を
６
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

村
県
民
税
な
ど
の
税
金
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
欠
か
せ
な
い
大
切

な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

◎
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も

　

６
月
30
日（
金
）に
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
課
税
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

　

平
成
29
年
度
の
労
働
保
健
の
年
度
更

新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵

便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働

局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子
申
請

を
、
労
働
保
険
料
等
の
納
付
は
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
７

︱
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
︱

労
働
保
険
の
年
度
更
新

等
の
お
知
ら
せ　
　
　

﹁
第
５
回
総
合
教
育
会
議
﹂

開
催
の
お
知
ら
せ

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
！

個
人
事
業
税
の
納
税
を

お
忘
れ
な
く
！

　

第
５
回
の
湯
川
村
総
合
教
育
会
議
を

下
記
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

○
日
時

　

６
月
８
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

○
場
所　
湯
川
村
役
場 

会
議
室
１
、２

○
議
題　
地
域
学
校
協
同
活
動　

な
ど

○
そ
の
他

　

公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き

ま
す
。
な
お
、
個
人
情
報
に
か
か
わ
る

案
件
の
場
合
は
一
時
退
室
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

　

５
月
29
日（
月
）か
ら
、
全
国
の
登
記

所（
法
務
局
）に
お
い
て
、
各
種
相
続
手

続
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
法
定

相
続
情
報
証
明
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人
が
誰
で

あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
各
種
相
続
手
続
で
戸
籍
謄
本
の
束

を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り

ま
す
。（注
）

　

手
続
先
が
複
数
あ
る
場
合
、
手
続
が

同
時
に
進
め
ら
れ
る
等
、
と
て
も
便
利

な
制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

発
行
に
必
要
な
書
類
等
、
詳
し
く
は

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　不動産取得税は、土地や家屋
を取得したときに一度だけ納め
ていただく県の税金です。住宅
用の土地を取得してから３年以
内に住宅を新築（中古住宅の場
合は、１年以内に取得）した場
合や、住宅を取得してから１年
以内にその住宅用の土地を取得
した場合で一定の要件を満たす
ときは、これらの土地にかかる
不動産取得税を減額する制度が
あります。
　また、三世代同居・近居住宅
を取得した際の軽減措置や、災
害や公共収用時などにも減免制
度があります。

◎お問い合わせ先
　福島県会津地方振興局県税部
　不動産取得税チーム
　☎0２４２−２９−５２５４

不動産取得税の　
　　　　軽減制度

　

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売
業
や
不

動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
県
の

税
金
で
す
。

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
年
税
額

を
８
月
（
第
１
期
分
）
と
11
月
（
第
２

期
分
）
の
２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
税
額
が
１
万
円
以
下
の

場
合
に
は
、
８
月
（
第
１
期
分
）
に
一

括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便
利
な

口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の

預
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機
関
に

提
出
し
、
金
融
機
関
で
確
認
を
受
け
た

納
付
書
送
付
依
頼
書
を
県
税
部
に
提
出

し
て
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
５
１

お
勧
め
し
ま
す
！

個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
納
税

（
注
）相
続
手
続
で
必
要
と
な
る
書
類
は
、
各
機
関
で

異
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書
類
は
、
提
出
先
と
な

る
各
機
関
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
９６０-

８０２１ 

福
島
市
霞
町
１
番
46
号

	

（
福
島
合
同
庁
舎
）

　

福
島
地
方
法
務
局 

不
動
産
登
記
部
門

　

☎
０
２
４
︲
５
３
４
︲
２
０
４
５

　これらの制度は、ご本人の申
請により減額・減免するものな
ので、該当すると思われる方は、
詳しい要件及び必要書類につい
て、次のところにお問い合わせ
ください。
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平
成
29
年
度
の
労
働
保
健
の
年
度
更

新
の
申
告
期
限
は
７
月
10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵

便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働

局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子
申
請

を
、
労
働
保
険
料
等
の
納
付
は
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局 

総
務
部 

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
７

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
で
は
、

第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦

断
駅
伝
競
走
大
会
（
ふ
く
し
ま

駅
伝
）
に
７
町
村
合
同
チ
ー
ム

「
希
望
ふ
く
し
ま
チ
ー
ム
」
と

し
て
参
加
す
る
湯
川
村
選
手
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。
長
距
離

走
が
好
き
な
方
や
ふ
く
し
ま
駅

伝
に
出
場
し
て
み
た
い
と
い
う

方
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
応
募
資
格

中
学
生
以
上
の
村
民
ま
た
は

本
村
出
身
者
。
自
薦
他
薦
を

問
い
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切
り

　

６
月
16
日（
金
）

○
選
手
の
決
定

　

合
同
チ
ー
ム
の
練
習
会
及
び

選
考
レ
ー
ス
の
記
録
に
よ
り
選

考
会
が
行
わ
れ
選
手
決
定
し
ま

す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

　
〝
お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
〟
で
は
、５
月
に

開
講
式
を
行
い
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
伝
え
る

た
め
の
読
み
聞
か
せ
や
工
作
等
で
遊
ぶ
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご

参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
予
定
日　
６
月
10
日（
土
）、

　

７
月
22
日（
土
）、
８
月
19
日（
土
）、

　

９
月
16
日（
土
）、
10
月
7
日（
土
）、

　

12
月
16
日（
土
）、
１
月
20
日（
土
）、

　

２
月
17
日（
土
）、
３
月
17
日（
土
）

○
時
間　
午
前
10
時
～
11
時

○
場
所　
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

○
対
象　
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

お
は
な
し
の
会
ゆ
が
わ
代
表 

芦
澤 

陽
子

　

ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
８
０桑原　里美（47歳）

住民課保健係（保健センター）
歯科衛生士

村
民
の
皆
様
の
「
口
の
健
康
」
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
。

人
間
は
こ
の
世
に
生
れ
た
以
上
、
誰
で
も

平
等
に
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
日
常
生
活
で
の
様
々

な
悩
み
や
心
配
ご
と
、
差
別
を
受
け
た
り

ま
た
は
ト
ラ
ブ
ル
等
に
巻
き
込
ま
れ
た
り

し
た
時
に
相
談
を
受
け
た
り
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

　

湯
川
村
で
は
、
左
記
に
よ
り
人
権
相
談

所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
相
談
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
行
政
相
談
会
も
あ
わ
せ

て
開
催
し
ま
す
の
で
、
役
所
（
国
・
県
・

市
町
村
）
や
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
年
金
事
務
所
な

ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に
対
し
て
、
苦

情
や
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日　
時　
６
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
場　
所　
湯
川
村
役
場
入
口
右
側

　
　
　
　
　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

○
相
談
員

　

村
澤　
　

宏
（
人
権
擁
護
委
員
）

　

小
沢　

晶
利
（
人
権
擁
護
委
員
）

　

大
関　

清
憲
（
行
政
相
談
員
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
住
民
課

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

　
　
表
彰
の
ご
案
内

人
権
相
談
所
の
開
設
及
び

行
政
相
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

﹁
お
は
な
し
広
場
﹂の
お
知
ら
せ

第
₂₉
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

希
望
ふ
く
し
ま
チ
ー
ム

湯
川
村
選
手
候
補
者

募
集
の
お
知
ら
せ

○
趣
旨

　

結
婚
し
て
50
年
、
ご
夫
婦
が
力
を
合

わ
せ
良
き
家
庭
を
つ
く
り
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な
社
会
を
築

き
上
げ
た
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
苦
労
に
報
い
る
た
め
、

金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
、
県
民
こ
ぞ
っ
て
祝
福
す
る

も
の
で
す
。

○
主
催　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

　
　
　
　

福
島
民
報
社

○
後
援　
福
島
県
・
福
島
県
市
長
会
・

　
　
　
　

福
島
県
町
村
会

○
表
彰
該
当
者

　

昭
和
42
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
、及
び

そ
れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
、前
回
ま
で
に
金

婚
表
彰
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦

○
受
付
期
間

　

７
月
14
日（
金
）ま
で
（
新
聞
紙
上
に

掲
載
す
る
都
合
上
、
締
め
切
り
厳
守
）

○
申
込
方
法

「
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
申
込
書
」
は
、

湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
９
０

新任嘱託職員あいさつ
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消防署からのお知らせ会津坂下警察署からのお知らせ

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成29年 4 月30日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街

頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空
き
巣

忍
込
み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 1 2 1 4 30 34
湯川村 0 6 6
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成29年 1 月 1 日からの累計数となっています。

　昨年中は、１５件の自転車盗が発生しました。
　４・５・８月に多く発生し、駅前の駐輪場だけでなく、自宅の
敷地内から盗まれるケースも多く発生しています。
　また、被害自転車のほとんどが無施錠でした。
　被害を防ぐには
①確実に施錠をしましょう。
②ワイヤー錠などもう一つ取り付け、ツーロック
を心掛けましょう。

　「モデル・アイドルになりませんか」などと声をかけられ、性
行為を強要されるなどの被害が発生しています。

事例
○ＡＶ出演強要被害
　芸能事務所などを装い、モデルやアイドルにならないかと勧誘
され、強引にアダルトビデオに出演させられたり、出演を拒否す
ると高額な違約金を請求された。
○ＪＫビジネス被害
　ＳＮＳで、「学校帰りに制服でお客様とおしゃべりするだけ」
などというバイト募集を見つけ、店に行くと服を脱ぐように言わ
れ性行為を強要されたり、服を脱がされ裸の写真を撮られた。

被害にあわないために
①「モデルやアイドルにならないか」と勧誘されたら、名刺や事

務所名を家族と相談しましょう。
②怪しい勧誘は、きっぱりと断りましょう。
③簡単な仕事で高収入などというアルバイト募集には、気をつけ

ましょう。

自転車盗に気をつけましょう！

JKビジネス・AV出演強要について知っていますか?

ご自身のこと、ご家族や知り合いの方で
◦眠れない、気分が沈みがちである、気力がなくなった、

くよくよする 
◦独り言やひとり笑いがある、奇妙な行動がある
◦お酒のことで困っている
◦長期間ひきこもっている
◦対人関係で困っている
◦精神的な病気かどうか知りたい、
◦社会復帰の方法を知りたい　など 
ひとりで悩まず、相談してみませんか？

　面接相談は予約制となっております。開催日の1週間前までにお申し込みください。
○日　　時：１回目　６月３０日（金）午後１時３０分～４時
　　　　　　２回目　９月２９日（金）午後１時３０分～４時
○会　　場：湯川村保健センター
○相談方法：精神科医師による個別相談　竹田綜合病院こころの医療センター　上島　雅彦　氏
○相談時間：一人１時間程度（１回の開催につき３名までとなります）
○相談費用：無料
○申 込 先：湯川村保健センター　☎０２４１−２７−３１１０
　　　　　　メール  inomata-rumi＠vill.yugawa.fukushima.jp
○そ の 他：個人の秘密は守られます。
　　　　　　予約制となっております。開催日の１週間前までに、必ず事前に申し込みをしてください。

平成29年度 第2回健康教室
「転ばぬ先の杖　 　　　
転倒予防で元気な毎日」
○日時　６月２３日（金）
　　　　午後１時３０分～２時３０分
○場所　会津医療センター２階会議室
○講師　リハビリテーション科
　　　　鶴見麻里子先生
◎お問い合わせ先
　医療センター　患者支援センター
　☎０２４２−７５−２２３８

こんなことで悩んでいませんか?

「こころの健康相談会」のお知らせ

実施期間
平成29年6月 4日（日）から

6月10日（土）

平成29年度
危険物安全週間

平成２９年度
危険物安全週間推進標語

「あなたなら　　
無事故の着地
　決められる！」

　平成２９年度の危険物安全週間が、６月４日（日）～６
月１０日（土）まで全国一斉に行われます。危険物は、「使
用方法や取り扱い方法」を誤りますと、火災になり易く、
非常に危険で人命さえも失うことになりますので、「取
り扱いや保管」に充分注意してください。

会津若松消防署十文字出張所　　　
　　電　話　０２４２－７５－２１５１
　　ＦＡＸ　０２４２－７５－２１９６
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待
ち
か
ね
し
心
も
す
ま
し
初
音
聞
く	

鈴
木　

信
子

薯
植
う
る
や
さ
し
き
土
を
か
け
て
や
り	

〃　
　

茎
立
ち
菜
摘
み
て
夕
食
豊
な
り	

鈴
木　

清
子

花
筏
寄
せ
て
は
鎌
を
研
ぎ
に
け
り	

〃　
　

鍬
振
る
先
飛
び
出
す
青
蛙	

鈴
木
智
恵
子

肩
な
で
る
風
に
ゆ
ら
れ
る
糸
桜	

〃　
　

夏
兆
す
今
日
の
狭
庭
の
石
灯
籠	

小
林
喜
久
雄

春
う
ら
ら
田
畑
に
人
の
蠢
う
ご
め
け
り	

〃　
　

ゆ
っ
た
り
と
揺
れ
る
稲
苗
輝
け
り	

鈴
木　
　

翠

間
引
き
菜
の
一
葉
加
え
今
朝
の
膳	

〃　
　

凸
凹
に
身
体
揺
す
ら
れ
春
耕
す	
坂
内
ま
ん
さ
く

味
弱
し
棘
無
し
タ
ラ
の
芽
人
も
ま
た	
〃　
　

湯
川
俳
句
会

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

磐
梯
の
頂
上
の
雪
見
る
度
に

　

雪
崩
の
怖
さ
「
若
者
の
命
」
奪
う	

兼
子　

春
江

成
長
痛
真
っ
只
中
の
男ま

孫ご

と
行
く

　

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
最
後
の
デ
ー
ト	

小
林　

和
子

おい

な

り

稲
荷
様
よ
り
吾
が
家
を
見
つ
つ
草
む
し
る

　
　

八
十
路
と
な
り
て
寒
き
風
吹
く	

菅
沼　

禎
子

念
願
の
高
校
合
格
叶
え
ゑ
た
り

　
　

電
話
の
奥
よ
り
晴
れ
や
か
な
声	

鈴
木
ト
シ
子

足
痛
み
て
「
無
理
を
し
な
い
で
や
ん
べ
な
あ
」
と

　

農と

友も

と
エ
ー
ル
を
交
わ
し
茶
を
呑
む	

坂
内
タ
ミ
子

リ
ハ
ビ
リ
に
道
を
歩
め
ば
Ｕ
字
溝
に

　
　
　

か
す
か
に
聞
こ
ゆ
春
の
水
音	

𠮷
田　

妙
子

九
つ
の
「
新
幹
線
」
に
五
日
乗
り

　
　
　
　
　

傘
寿
記
念
の
十
四
組
と	

佐
野　

常
雄

	

（
函
館
か
ら
鹿
児
島
へ
）

背
負
ひ
つ
つ
育
て
し
孫
の
背
丈
伸
び

　
　

高
校
へ
通
ふ
と
自
転
車
を
買
う	

鈴
木　

悦
子

稀
勢
の
里
新
横
綱
は
意
地
を
見
せ

　
　
　
　

右
手
で
勝
負
優
勝
に
泣
く	

鈴
木　

久
子

写
真
手
に
く
ろ
い
髪
の
毛
指
で
撫
づ

　
　

曾
孫
「
悠は

る

久ひ
さ

」
抱
く
日
を
待
つ	

矢
澤　

悦
子

沃
へ
た
る
る
畑は

た

土ど

の
香
り
に
包
ま
れ
て

　
　

草
引
く
我
の
満
つ
る
日
々
な
り	

渡
部　

子

沃
野
湯
川
会

テクノアカデミー会津
からのご案内

放送大学10月生
募集のお知らせ
　放送大学は、平成２９年度第２
学期の学生を募集しています。
　１0代から９0代の幅広い世代、
約９万人の学生が、大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、様々
な目的で学んでいます。
　心理学・福祉・経済・歴史・文
学・情報・自然科学など、約３0
0の幅広い授業科目があり、１科
目から学ぶことができます。
　全国に学習センターが設置され
ており、サークル活動など学生の
交流も行われています。
　資料を無料で差し上げています。
お気軽に放送大学福島学習センタ
ー（☎0２４−９２１−7４7１）
までご請求ください。
　出願期間は、第１回は８月３１
日まで、第２回は９月２0日まで。

○場　　所　テクノアカデミー会津
○申込方法
　「受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、持参、もしくはＦＡＸ
で送信してください。（「受講申込書」は、本校ホームページ	http://www.tc-
aizu.ac.jp/	の経営企画部門からダウンロードしたものをお使いください）
【オープンキャンパス】※事前申込みは不要です。
○開催日時　7月１５日（土）・８月６日（日）・９月３日（日）・３月２４日（土）
　　　　　　１0：00～１２：３0（受付９：３0～１0：00）
○開催場所　本校
○内　　容　本校・各科概要説明、各科見学、個別相談・寮見学
◎お問い合わせ先
　〒９６９－３５２７ 喜多方市塩川町御殿場４－１６　福島県立テクノアカデミー会津
　☎0２４１−２7−３２２１　ＦＡＸ0２４１−２7−３３１２
　メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

【テクノセミナー】
募集コース名 定員 日　時 金　額 締　切

初めてのホームページ
作成（フリーソフト編） １０名 ８月１日㈫～３日㈭

９：００～１９：００
受講料　４，３００円
教材費　３，１３２円 ７月１２日㈬

（受験対策コース）国内
旅行業務取扱管理者

（旅行業約款編）
１０名 ８月１日㈫～３日㈭

１３：００～１７：００
受講料　４，３００円
教材費　３，０２４円 ７月１２日㈬
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村内の交通事故
件数

13平成28年
（ 1月～12月）

平成29年
4 月

平成29年
累　　計

1

3

66

交通死亡事故ゼロ日数
（平成29年 4 月30日現在） 469日
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戸籍の窓口

人の動き（５月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,347人（　 2）
男 1,615人（　 1）
女 1,732人（　 1）

世帯数 1,015世帯（　 0） ◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。

（４月受付）
お誕生おめでとうございます

（地　区） （両　親） （子）

美 田 園 増子　　晃
　　　絵未 楓

か い と

絃

謹んでお悔やみ申し上げます
（地　区） （本　人） （年齢）
下 樽 川 五十嵐トシ子 ８５歳
高　　瀬 大堀カヨ子 ９３歳
浜　　崎 高久　幸雄 ５８歳
上 樽 川 二瓶　政郎 ９２歳

『乳児健康相談（9～10か月児）より』

森　凛
り

帆
ほ

ちゃん（桜づつみ） 栗城　快
かい

翔
と

くん（米丸）

鈴木　秀
しゅう

弥
や

くん（田中）坂本　健
け

衣
い

くん（三島）

小野　佑
ゆう

真
ま

くん（北田）
真っ直ぐに自分の道を歩んで行っ
てほしい。凛とした人になってほ
しいと思ってつけました。

“何でも一番になって大きく羽ばた
いてほしい”という願いを込めて
つけました。

秀…「優れた人格を持ちますように」
弥…「いつまでも成長できますように」
祖父、父から「秀」という字を引き継ぎました。

母と子、共々、命がけの出産だったのでテ
ーマが「健康と命」でした。心も身体も健
やかに育ってほしい想いで名付けました。

「真」は、姉から一文字もらい、人
を助け偽りのない人になってほしい
と願いをこめて名付けました。

いい顔!!み〜つけた
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